
トレンドマップ八雲図鑑 ▶ 農林水産業 ◀ Agriculture, forestry and fisheries industry

●高設イチゴ栽培 
平坦地が少ない熊石地域で、新
規就農者 3 戸が施設園芸のイチ
ゴ栽培に取り組む。大手飲食店
チェーンとの契約栽培。

●馬鈴薯
八雲町の気象条件に適した作物である馬鈴薯は、平成 24年度の作付
面積が 96ha、収穫量 3,240t、生産額約 1億 6,800 万円。種子馬鈴
薯の大半は酪農家によって生産され、牧草地や飼料用トウモロコシと
の輪作体系が確立されている。

●軟白ネギ
夏場の冷涼な気候を活かして栽
培される軟白ネギは道内有数の
産地。平成 24 年度実績で生産量
449t、生産額 2億 4,200 万円。

●牧草の刈り取り／レンガ牛舎
のどかな田園風景が広がる八雲町の郊外。牧草の刈り取りは夏の風物
詩。西洋農法の導入による近代酪農先進地・八雲には、今もレンガ建
築の牛舎やサイロが残されている。

●トマト栽培
トマトは熊石地域の温泉熱と海洋
深層水を活用してハウス栽培され
ている。

●花卉／かすみ草
花卉は 11 戸の農家がかすみ草や
スターチスなどを栽培。平成 24
年度実績で生産額 3,560 万円。5
月の母の日とお盆前後が最盛期。

●北里八雲牛 
肉用牛として日本初の有機畜産物
JAS 認証取得。ヘルシーな赤身肉
の食味、輸入配合飼料を使わない
安全性に対する評価が高い。

●もち米
落部地区のもち米団地で生産され
る「風の子もち」は、ほど良いコ
シと粘りがあり、府県産のもち米
より硬化しにくい特長がある。

●森林組合製材所
山越郡森林組合は平成 11 年に八
雲町森林組合と長万部町森林組合
が合併して誕生し、さらに平成
19年には熊石町森林組合と合併。
人工林に多いトドマツ等の間伐材
は、集成材用の材料として製材さ
れている。

●遠くに遊楽部岳を望む、豊かな森林
徳川農場による開拓・森林経営の伝統が根付く八雲町では、森林を適切に管理し、大切に守る意識が
強い。上八雲地区の日大演習林では分収造林事業が行われている。漁協は海の魚を育てる森づくりの
ための植林活動を実施。植樹祭には一般町民の参加も多い。
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●八雲町育成牧場
酪農家の多頭化飼養による経営規模拡大と農作業の合理化、省力化の支援を目的として、昭和 42年に
本格操業を開始。５月上旬から 10月下旬まで、農家から町が飼育委託を受けた若牛約 700 頭が放牧さ
れ 170ha の草地で管理されている。八雲市街地から 7km、海抜 200 ｍの高台にあり、噴火湾を一望
できる。

■農業生産額・主要家畜飼養頭数（平成24年）
　[資料 農林課］

■農業戸数（平成22年・戸）
　総農家数251戸［資料 農林業センサス］

■保有森林面積（平成25年）総数80,253ha
　[資料 北海道林業統計］●八雲の特産品（乳製品）

乳牛生産が盛んな八雲町には、地元生乳
を使った牛乳、チーズ、アイスクリームな
どの乳製品が豊富にある。特にチーズは
町内に三つの工房があり、それぞれ独自
のチーズづくりに取り組んでいる。
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その他畜産
100 万円

鶏 1,300万円

乳用牛
39億2,200万円

耕種
10億7,600万円

3 億 3,400万円
3 億 7,500万円

1 億 6,800 万円
その他作物
1 億1,300万円

雑穀・麦・豆類
8,600万円

野菜

合計
67億8,600万円

米

いも類

1,483 頭

20,704 頭

9,896 頭

肉用牛
4億7,500万円

豚
12億9,900万円

畜産
57億1,000万円

専業農家
155 戸（61.8%）

第一種兼業農家
53 戸（21.1%）

第二種兼業農家
43 戸（17.1%）

国有林
50,076ha（62.4%）

町有林
4,839ha（6.0%）

民有林
25,338ha（31.6%）


